
⑶　 曲線 y=f(x)と直線 y
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⑵　f′(x)=0のとき，x=1, -1である。増減表を書くと，

x … -1 … 0 … 1 …

f′(x) + 0 - ／ - 0 +

f(x) ↗ -2 ↘ ／ ↘ 2 ↗

　　よって，x=1のときに極小値 2をとる。
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物理（一般選抜 ３教科型選抜）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科／システムマ
ネジメント学科）

⑻ 計算

周期をTとすると t = 0で x = 0，t = T
4 で x = Xであるの

でそれぞれ x－X = Asin（ω′ t ＋δ）に代入すると、

－X=Asinδ…②

0 = Asin（ 　 ）ω′　　   ＋δT
4 = Asin（ 　 ）＋δT

4
2π
T

= Asin（ 　 ）＋δπ
2 = Acosδ…③　

③より cosδ = 0で、δ＝±π
2…③ ’ 

②に③ ’を代入して－X=Asin（　）±π
2 =±A

よってA=∓X=∓ mLω2

k－mω2 　ここで、A＞ 0より

A=X= mLω2

k－mω2 　これに対応するのはδ=－π
2 

よって単振動の式は、

x－ mLω2

k－mω2 =
mLω2

k－mω2 sin（ 　 ）ω′t－π
2 　

このグラフは「い」

答　
A＝ mLω2

k－mω2 　 グラフの記号　い

⑼ 計算

⑻より x = mLω2

k－mω2 1+sin｛ 　 ｝（ 　 ）ω′t－π
2

ここで、0 ≤ 1+sin（ 　 ）ω′t－π
2 ≤ 2 であるので、

0 ≤ x ≤ 2mLω2

k－mω2 であり、

x = 2mLω2

k－mω2 が最大値となる。

答　
2mLω2

k－mω2

英語（一般選抜 ３教科型選抜）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1 3 3 4 1 3 1 3 2 4

2 11 12 13 14 15 16 17

1 2 4 2 1 1 3

3 18 19 20 21 22 23 24 25

1 2 4 2 3 2 2 2

4 設
問
1

26 27 28 設
問
2

29 設
問
3

30

4 3 2 4 1

設
問
4

31 設
問
5

32 設
問
6

33

2 4 4

5 設
問
1

34 設
問
2

35 設
問
3

36

3 4 4

設
問
4

37 38 39 40

1 4 3 1

英語（一般選抜 ３教科型選抜）　

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学
科）
●社会環境学部（社会環境学科）
1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2 4 1 2 2 4 3 4 4 2

2 11 12 13 14 15 16 17

4 3 4 1 4 1 4

3 18 19 20 21 22 23 24 25

1 2 2 3 4 3 3 2

4 設
問
1

26 27 28 設
問
2

29 設
問
3

30

2 4 1 2 1

設
問
4

31 設
問
5

32

4 4

5 設
問
1

33 設
問
2

34 設
問
3

35

1 4 3

設
問
4

36 37 38 39 設
問
5

40

2 3 3 1 3

2 月 9 日 実施分

2 月10日 実施分

2 月 9 日 実施分物理（一般選抜３教科型選抜）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ⑴ ①

（あ）
②
（う）

③
（か）

④
（き）

⑤
（け）

⑥
（し）

⑦
（す）

⑧
（た）

⑨
（ち）

⑵ 計算
小物体 A について、ばねが d縮んだときと自然長であ
るときの力学的エネルギー保存の式は、衝突直前の速
度を vAとすると、

0m kd mv k
2
1

2
1

2
1

2
1

0A
2 2 2 2

$ $+ = +

となる。　∴ kd mv
2
1

2
1

A
2 2=

∴ v
m
k
dA

2 2=

∴ v
m
k
dA

2= 　∵ vA>0

答

m
k
d

⑶ 計算
小物体 A と小球 B の衝突前後の運動量保存の式は、衝
突直後の速度をそれぞれ v′A、v′Bとすると、
mvA+m·0=mv′A+mv′B
∴ vA=v′A+v′B…①　小物体 A と小球 B の衝突前後の
運動エネルギー保存の式は、

mv m mv mv
2
1

2
1

0
2
1

2
1

A A B
2 2 2 2

$+ = +l l

∴ vA2=v′A2+v′B2…②
①式より v′B=vA-v′A　これを②に代入して、

vA
2=v′A2+(vA-v′A)2=2v′A2-2vAv′A+vA

2

∴ 2v′A2-2vAv′A=0　∴ v′A(v′A-vA)=0　
∴ v′A=0 or vA…③
③を①に代入すると v′A=0、v′B=vA　
または v′A=vA、v′B=0

が得られるが、後者は衝突していない場合で、前者が
成り立つ。

いま問⑵でv
m
k
dA= が得られたので、v

m
k
dB=l

答 衝突直後の小物体 A の速さ

0

衝突直後の小球 B の速さ

m
k
d

⑷ 計算
基準点 P0 と最高到達点で、小球 B の重力による力学
的エネルギー保存の式は、その高さの差を hとすると

m
m
k

mg m mghd
2
1

0
2
1

0
2

2
$ $+ = +d n

となる。　∴ kd mgh
2
1 2=

よってh
mg
kd
2

2

= …④

答

mg
kd
2

2

2 月 9 日 実施分

7

2026年_入試問題集_福岡工業大学_P07-11_物理_01b.indd   7 2026/03/27   20:05:34

69


